
概要 【導入部】自分に置き換えて考えられるように 

構成 

1.導入(労働災害の現状把握) 

2.危険個所マップ(目次) 

3.危険回避のための作業手順書 

「知らなかった」を防ぐために 
新規作業者の方が、知らないがゆえに負う危険
を少しでも軽減することを目的に作成。 
 

一連の作業手順の中から危険を伴う箇所のみに
焦点を当てているため、簡潔で簡単に読める。 
 



ｴﾚﾍﾞｰﾀ

階段室

WC

ﾘﾌﾄ
荷捌場

乾 乾

工場出入口

プレス機(詳細は①) 

リベット・ステッチ
(詳細は②) 

出入り口では一時停止 
若干の勾配あり 

ドリル(詳細は④) 

工場１階 

出荷代行(詳細は③) 

２階 

【主な危険個所の把握】 

高所の荷役作業時、全体
が見えなければガイドを

頼もう 

目次を兼ねて危険が伴う作業場を簡単に紹介 

 
現場ごとに潜んでいる危険を見える化 

(具体的な内容は作業手順の項目に記載) 



【危険回避のための作業手順】 

① ① 

② 

③ 

② 

事業所ごとに頻度の高い
作業・場所から4~5個に
絞って作業手順を掲載。 

①正規の作業手順 

②手順を疎かにした際の 
 リスク 

③印象付けのための 
 関連情報 



【手順書の一部を紹介】 


